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嵩上げによる容量の増加（表 1）
当初埋立容積 139,000㎥
嵩上げ部分総容量 42,960㎥
最終覆土厚さ 50cm ▲ 7,660㎥
最終埋立容積（廃棄物量） 174,300㎥

延命化策（表２）

延命化策 減らす量 （年あたり）
⓵生ごみの堆肥化 144㎥ 831-687

②さらなる破砕処理 959㎥ 2,535-1,576

⓷紙オムツの熱圧縮 2,209㎥ 3,156-947

④紙・布（汚れた）の焼却 297㎥
⑤覆土の削減 3,702㎥ 5,400-1,738

⑥分別の促進 重点的な啓発活動

1. 施設整備・宅盤造成等費　（表３）

項目 ②メタンコンバインド
説明資料

①焼却のみ
答弁などから

施設
整備
費

事業費 110 ～ 165 億円　A 107 ～ 138 億円　Ｂ

1 市 5 町

の負担

(A の 7 ～ 8 割 ) × ( 交付

金 1/2) と交付税措置 (C) で

　46 ～ 60 億円

(Bの7～8 割)×(交

付金 1/3)と (C) で
　47 ～ 67 億円

宅盤造成等費 約 12.7 億円 約 12.7 億円

未確定整備費
　　　α ( ③ + ④ ) 

③伐採・伐根費
④排水処理施設 ( 下水道

or 処理施設 )

③伐採・伐根費
④排水処理施設

総事業費 最大約１７８億円 + α 最大約 151 億円 + α

1 市 5 町の負担 最大約７３億円 +α 最大約 80 億円 +α

２. 維持管理費（年間）

項 目 ②メタンコンバインド ①焼却のみ
維持管理費 ５. ５～９億円 4.6 ～ 5.9 億円

２
月
17

日
付
新
婦

人

し

ん

ぶ

ん

に
、

「
政
府
文
書
か
ら

『
食
料
自
給
率
』
が

消
え
る
？
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
▼
岸
田
政

権
が
目
指
す
「
新
・
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
に
は
「
食

料
安
全
保
障
の
観
点
」
と
い
う

言
葉
は
あ
る
が
「
食
料
自
給

率
」
と
い
う
言
葉
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
▼
現
在
、
食
料
自
給
率

37

％
日
本
、
輸
入
食
料
に
依
存

す
る
国
づ
く
り
を
こ
れ
以
上

進
め
さ
せ
て
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
▼
日
米
安
保
条
約
以

降
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
求
を

次
々
受
け
入
れ
、
農
産
物
の
市

場
解
放
、
牛
肉
オ
レ
ン
ジ
自
由

化
、
さ
ら
に
コ
メ
自
由
化
が
さ

れ
ま
し
た
▼
国
内
の
農
業
の

担
い
手
も
減
少
、
い
ま
頑
張
っ

て
い
る
の
は
80
歳
以
上
の
農

業
従
事
者
が
多
く
な
り
、
後
継

者
が
い
な
い
農
家
は
７
割
に

上
り
ま
す
▼
平
和
の
問
題
と

も
か
か
わ
り
ま
す
。
日
本
は

大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ア

メ
リ
カ
産
、
冷
凍
野
菜
、
鶏

肉
、
生
鮮
野
菜
は
中
国
産
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

輸
入
が
止
ま
っ
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
？
▼
今
年
の

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
網
走
集

会
が
３
月
９
日
エ
コ
ー
セ
ン

タ
ー
で
「
私
た
ち
の
食
料
、
大

丈
夫
？
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
映
画『
希
望
の
給
食
』

が
上
映
さ
れ
、「
食
」
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
考
え
ま
す
。

す
み
っ
こ
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ご
み
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

　

２
月
26

日
、
文
教
民
生
委
員
会
が
開
か
れ
、
早
期
に
埋
立
完
了

と
な
る
最
終
処
分
場
の
延
命
化
対
策
と
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
、
ま

た
、
広
域
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
、
市
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

網
走
市
は
昨
年
２
月
、
明
治
の
最

終
処
分
場
を
中
間
処
理
施
設

（
広

域
化
に
よ
る
焼
却
）
の
運
用
が
始

ま
る
２
０
２
８
年

（
令
和
10
年
）
４

月
ま
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

延
命
化
策
を
た
て
ま
し
た
。

　

し
か
し
昨
年
11

月
、
中
間
処
理

施
設
の
開
始
が
１
年
半
か
ら
２
年

程
度
遅
れ
る
こ
と
が
判
り
、
今
の

処
分
場
を
さ
ら
に
何
メ
ー
ト
ル

嵩
上
げ
で
き
る
か
検
討
を
し
た

と
こ
ろ
、
３
ｍ

嵩
上
げ
が
で
き

る
こ
と
に
な
り

ま

し

た
。

約

４
万
３
千
㎥
の

容
量
が
増
え
る

と
試
算
（
表
１
）

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
延
命

化
策
は
、
表
２

の
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
こ
れ

が
80
％
達
成
し

た
場
合
で
、
表

１
の
嵩
上
げ
に
よ
り
３
年
間
延

び
、
７
年
後
の
31

（
令
和
13

）
年

10
月
ま
で
明
治
の
最
終
処
分
場
利

用
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

ず
さ
ん
な
当
初
計
画
と
市
の
遅

す
ぎ
る
対
応
、
中
間
処
理
施
設
の

遅
れ
な
ど
、
今
後
も
ご
み
処
分
場

問
題
は
し
っ
か
り
と
調
査
、
議
論

し
て
い
き
ま
す
。　

お
詫
び

　

去
る
２
月
26
日
、
10
時
よ

り
文
教
民
生
委
員
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

わ
た
く
し
村
椿
敏
章
は
、

文
教
民
生
委
員
会
が
10
時
か

ら
行
わ
れ
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
生
活
相
談
の
依
頼
を
済

ま
せ
よ
う
と
し
た
結
果
、
委

員
会
に
遅
れ
て
出
席
い
た
し

ま
し
た
。
全
て
は
私
の
議
員

と
し
て
の
自
覚
の
足
り
な
さ

で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

事
を
し
て
し
ま
い
、
深
く
反

省
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
期
待
を
裏

切
り
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
肝
に
命
じ
、

同
時
に
信
頼
回
復
の
た
め
に

誠
意
を
も
っ
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　     

村
椿
敏
章

広
域
化
に
よ
る
中
間
処
理
は

　
　
　
　
　
　

２
案
を
検
討
中

最
終
処
分
場
の

　

嵩
上
げ
と
延
命
化
策
に
つ
い
て

　

１
市
５
町

（
網
走
市
・
大
空
町
・
美
幌
町
・
小
清
水

町
・
斜
里
町
・
清
里
町
）
で
検
討
を
す
る
中
で
、
中

間
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
焼
却
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
で
の
メ
タ
ン
ガ
ス
化
に
よ
る
発
電
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
①
焼
却
の
み
と
②
焼
却
と
生

ご
み
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
に
よ
る
発
電

（
メ
タ
ン
コ
ン
バ
イ

ン
ド
処
理
方
式
）
の
２
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
で
に
網
走
市
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
し

て
資
源
化
し
、
75
％
処
理
で
き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
②
の
案
が
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
広
域
化
に
よ
り

各
自
治
体
の
生
ご
み
処
理
の
実
情
を
考
慮
し
た
か
ら
と

言
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
１
７
８
億
円
＋
α

　

市
が
示
し
た
事
業
費
は
、
表
３
の
②
メ
タ
ン
コ
ン
バ
イ

ン
ド
の
部
分
だ
け
で
し
た
。

　

村
椿
議
員
は
、
焼
却
の
み
の
事
業
費
が
示
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
①
の
焼
却
の
み
の
事
業
費

か
さ

を
答
え
、
１
市
５
町
の
負
担
額
が
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。
村
椿
議

員
も
他
の
議
員
も
②
の
案
あ
り
き
で
進
め

て
い
る
よ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
13
日
の
文
教
民
生
委
員
会

で
は
、
調
査
・
計
画
、
設
計
・
施
工
に

３
年
半
を
要
す
る
た
め
、
②
の
案
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
に
困
難
な
ど
課
題
が
多
い
と

し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
調
査
、
議
論

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
広
く
市
民
の

意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。


